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技術の概要

国の機関　 50件　（九州　　10件　、九州以外　　40件　）　
自治体　　　30件　（九州　　10件　、九州以外　　20件　）　
民　 間　 　   0件　（九州　　　0件 、九州以外　 　0件　 ）　

３．技術の効果

・災害廃棄物処理業務の効率化
・災害土砂の有効活用
・築堤、道路の復旧
・環境、安全の担保

４．技術の適用範囲

土砂災害による災害廃棄物の剥離・分別
災害土砂の搬出、撤去
災害土砂の有効活用
河川、ため池、道路、農地などの復旧

２．技術の内容

５．活用実績

安全・防災　　維持管理 　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

平成23年の東日本大震災、平成26年は広島土砂災害、そして平成28年4月熊本地震が発生し、甚
大な被害をもたらしました。こうした自然災害では、家屋の倒壊、道路の破壊、河川の決壊などによ
り大量の災害廃棄物が発生し、復旧・復興の妨げとなります。
当社では、こうした土砂災害において復旧・復興の妨げとなった災害廃棄物の処理に固化材が使用
された施工事例をご紹介し、今後の災害復旧・復興にお役に立てればと考えます。

・災害廃棄物処理業務の効率化
　生石灰の強制脱水効果は、災害廃棄物の瓦礫と土砂の剥離・分別に効果的です。
・災害土砂の撤去、搬出
  生石灰の強制脱水効果・短期強度発現は、災害土砂の改質に効果的です。
・災害土砂の有効活用
　生石灰の長期強度発現・再固化特性は災害土砂を有効に活用できます。
・河川、ため池、農地などの中性域での復旧
　中性固化材は中性域という利点を生かし、水質・植生に配慮した土質改良ができます。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表

・災害復旧・復興向け固化材の施工事例と参考資料

災害土砂の固化  

集積土砂の剥離  

河川堆積ヘドロの撤去 
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